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2010年12月 

To: 2010-11年度地区世界社会奉仕（WCS）委員長および地区ロータリー・ボランティア委員長

 

地区委員長各位

 

この度、世界社会奉仕（WCS）とロータリー・ボランティア・プログラムについて、RI理事会が下し
た決定についてお知らせ申し上げます。2010年11月の会合において、RI理事会は、2011年6
月30日をもって、これらのプログラムを漸次廃止することに合意しました。この決定は、改定され
たRI長期計画の優先項目、ならびに「プログラムを基本としたモデルからリソースとサポートの
モデルへ」のRIプログラム運営の全般的転換の必要性を反映したものです。この新モデルは、
クラブ同士の関係や協力を助長することによって、多大な成果をもたらす国際奉仕プロジェクト
の数や範囲を広げることを目指しています。  

世界社会奉仕（WCS）プログラムは、その開始以来、ロータリアンが国際奉仕プロジェクトの協
力者探しを行う上で、役立てられてきました。しかし、そのプログラムの名称から、ロータリー財
団の人道的補助金プログラムと混同されるケースが目立っていました。WCSプログラムは、今
ロータリー年度末に廃止となりますが、今後もRIは、ロータリアンによる国際奉仕プロジェクトを
全面的に支援してまいります。  

ロータリー・ボランティア・プログラムの廃止については、理事会は、ボランティア活動の重要性
を認識する反面、比較的少人数のロータリアンのために多大なリソースを投入することの価値を
疑問視していたことがその理由として挙げられます。これに加え、ロータリー・クラブと地区にボ
ランティア活動に関する指針とリソースを提供し、地元と海外での奉仕プロジェクトにおけるボラ
ンティア活動の機会を模索するよう奨励することへと、重点が移行したこともその一因です。 

利用可能なリソースについてクラブに伝え、奉仕プロジェクトの立案においてクラブを支援する
という地区委員長の重要な役割を果たされている皆さまのご尽力に、心より御礼申し上げます。
今回の変更についてロータリー世界全体に伝えていくにあたり、皆さまにご協力いただくことが
特に重要となります。プログラム廃止の準備を進める中で、追加情報や詳細について皆さまに
も定期的にお伝えしてまいります。 

今後は、現ロータリー友情交換プログラムを拡張することによって、国際奉仕プロジェクト、親睦
訪問、国際ボランティアの機会など、ロータリー奉仕のつながりを支援するためのリソースの拡
充が行われ、これから数カ月間はこの点に力が注がれることになります。2011-12年度に地区で
の指導的役割に任命されている皆さまには、今後の進展を逐次お知らせいたします。 



 

今後も、クラブの人道的奉仕活動の指針と支援を提供してまいります。今回の変更についてご
不明な点などありましたら、担当職員（International.Service@rotary.org）までご遠慮なくお問い
合わせください。 

よろしくお願いいたします。

 

 
RI事務総長 

エド・フタ（布田） 

同文写送付先：2010-11年度地区ガバナー

 

Rotary International | One Rotary Center | 1560 Sherman Avenue | Evanston | IL | 60201 | USA 
 

本Eメールは、 gov@ri2660.gr.jpへ送られました。  
下のリンクから、Eメールの設定をいつでも変更することができます。 

個人情報／Eメールアドレスを変更する | 定期受信を停止する 
 

プライバシーに関する国際ロータリーの方針はこちらでお読みいただけます 
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